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日銀 金融政策の現状維持を決定
（審査確認番号H28-TB347）

 日銀は3月15日～16日の金融政策決定会合で事前の大方の予想通り、金融政策の現状維持を決定。
 当面は日本の金利に影響を与える欧州政治状況や米ＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）の金利引き上
げペースの動向等に注意。

 海外主導で金利上昇圧力が強まる場合には、国債買い入れ額の増加や指値オペを通じて目標金利
（10年国債利回り0％程度）の維持を図るものと思われる。

日銀は3月15日～16日の金融政策決定会合で景気判断を「緩やかな回復基調を続けている」のまま据
え置くとともに、事前の大方の予想通り金融政策の現状維持を決定しました。

年明け以降、海外主導で金利上昇圧力が強まる局面が見られましたが、日銀は国債の無制限購入に踏み
切るなど積極的に金利上昇を抑制してきました。3月の国債購入方針では過度な金利変動を抑える狙い
で、初めて国債購入実施日を公表し、購入の回数やタイミングの透明性を高めています。日銀のこうし
た姿勢は国内金利の安定をもたらすものと思われます。

国内金融・為替市場の視点は、当面は、海外動向に向けられそうです。尚、3月15日は米連邦公開市場
委員会（ＦＯＭＣ）、オランダ下院選挙が行われましたが、いずれも市場を混乱させるものではありま
せんでした。

＜米ＦＯＭＣ＞
市場の予想通りFF（フェデラルファンド）金利の誘導目標レンジが0.25％引き上げられた。2016年
12月以来３ヵ月ぶりの利上げ
・今年及び来年の利上げ回数予想は前回と変わらず
・経済・物価見通しも小幅な上方修正に留まった
こと等から、懸念されていた利上げペースの加速懸念は低下。
＜オランダ下院選挙＞
反欧州連合（ＥＵ）を唱えていた極右・自由党（ＰＶＶ）を抑え、与党・自由民主党（ＶＶＤ）が第１
党を維持。
自由党の勝利により反欧州連合の動きが強まる懸念は減少。

4月～5月にはフランス大統領選挙が予定されるなど、引き続き海外動向には注意が必要ですが、黒田
総裁の記者会見等からは、当面、現状の緩和スタンスを維持する姿勢がうかがえます。
図表：日・米・欧の金融政策決定会合スケジュール

（2017年4月～6月）

予定日 日本 海外

4月 27日 日銀金融政策決定会合（26日～） 欧州中央銀行（ＥＣＢ）金融政策委員会

5月 3日 － 米国 ＦＯＭＣ（2日～）

6月

8日 － ＥＣＢ金融政策委員会

14日 － 米国 ＦＯＭＣ（13日～）

16日 日銀金融政策決定会合（15日～） －

（出所）各種資料を基にニッセイアセットマネジメント作成

3月の金融政策決定会合について


